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Ⅰ．はじめに
平成 22 年国民健康・栄養調査 1) の結果によ
ると，20 ～ 29 歳男性の朝食欠食状況は 29.7％，
同年代女性では 28.6％とそれぞれの性別の 15
～ 19 歳の朝食欠食状況の割合と比べ，2 倍以
上の割合を示している．また，多くの先行研究2
_4)
において，大学生を対象とした食習慣の調査が
行われ，欠食や孤食，食の外部化，栄養バラン
スの悪い食事など様々な問題点が取り上げられ
ている．食生活・食習慣の基礎は学童期に形成
され 5
_6)，中学生から高校生にかけての思春期
は，自分自身の生活リズムに合わせて自分たち
で食事をする機会が多くなり，食習慣が自立す
る時期である 7)．青年期に含まれる大学時代は，
家族と離れて生活する，あるいは家族と同居し
ていても生活の大部分を自分で管理するように
なってくるので，望ましい食習慣を自ら実践す
ることを学ぶための非常に有効な機会と考えら
れている 2)．よって，成長期における食育のみ
ならず，大学生に対する食育を実施していくこ
とも非常に重要である． 
大学生の食習慣についての先行研究は多く，
その中には特に一人暮らしの学生の食習慣に関
連の深い「調理」についての研究もみられ 8)9)，
最近の大学生の調理の基本的な知識や調理技術
が低下しているとの報告もされている 10)11)．本
学体育学部運動栄養学科では，栄養士養成推進
の一環として運動栄養学科入学後の学生一人ず
つに包丁を貸与するなど，調理のできる栄養士
の育成に力を入れている．入学後早期から調理
関連科目を履修することは，自炊状況や栄養バ
ランスのとれた食事状況などの学生の食習慣に
も好影響をもたらし，調理実務に強い栄養士の
養成にもつながることが期待される．
そこで本研究では、運動栄養学科において栄
養士免許取得を目指す大学生を対象として，調
理学や調理学実習などの調理についての知識や
調理技術向上のための授業を実践し，大学入学
前と授業履修後の調理頻度や欠食状況などを比
較することにより，調理関連科目の教育効果を
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調査する．それによって，栄養士養成課程に所
属する学生を含む大学生に対する調理学教育の
あり方を検討し，大学生の食習慣改善のための
基礎資料を作成することを本研究の目的とし
た．
Ⅱ．研究方法
１．調査対象
調査対象は，S大学体育学部運動栄養学科の
平成23年度入学生（編入生は除く）82人のうち，
1年生前期の調理学（講義）と 1年生後期の調
理学実習Ⅰの単位を取得した 78 人とした．対
象者の性別は，男性 23 人（29.5％）女性 55 人
（70.5％）であった．
２．調査方法
調査は，大学入学直後である平成 23 年 5 月
9 日の調理学第 1回目の講義時（東日本大震災
の影響により例年より 1カ月遅れ）に自記式質
問紙を用いて行った．その後，調理学の講義を
全 15 回（5 月 9 日～ 9 月 26 日），調理技術講
習会（外部講師による包丁に使用についての
基本講習）を全 2回（6 月 24 日～ 7 月 15 日），
調理学実習Ⅰを全 15 回（10 月 4 日～ 2月 2日）
履修した後，再び自記式質問紙を用いて，平成
24 年 1 月 31 日と 2 月 2 日に調査を実施した．
表 1に平成 23 年度の調理学および調理学実習
Ⅰの日程と内容を示した．
表 1　調理学および調理学実習Ⅰの日程と内容
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３．調査内容
調査内容は，性別や居住形態等のプロフィー
ル，調理頻度と欠食状況，「出汁をとる」や「り
んごの皮をむく」等の調理作業が出来るかどう
か（26 項目），「魚をさばく」や「みじん切り」
等の包丁の使い方が出来るかどうか（10 項目）
の自己評価および調理器具の使用頻度（24 項
目）についてであった．調理作業や包丁の使い
方の自己評価については，「しっかりできる」，
「まずまずできる」，「どちらともいえない」，「あ
まりできない」，「まったくできない」，調理器
具の使用頻度については，「毎日使用する」，「週
5～ 6日使用する」，「週 3～ 4日使用する」，「週
1～ 2 日使用する」，「ほとんど使用しない」の
それぞれ 5段階の評価から 1つ選択し回答して
もらった．
４．倫理的配慮
質問紙にて本研究の目的について説明し，質
問紙の提出をもって調査協力への同意と判断し
た．また，得られたデータは本研究の目的以外
には使用されず，守秘義務を堅持し，質問への
回答は任意であり拒否しても個人的に不利益を
受けることはなく，また回答は不利益を受けず
に随時撤回することができることを説明した．
なお，本研究は仙台大学倫理委員会の承認を得
て行った．
５．統計処理
質問内容に対する回答は，χ 2 検定を用いて
大学入学前と調理関連科目の履修後の二群間や
大学入学後の一人暮らし群とその他（実家暮ら
し，寮・合宿所など）群，部活動所属群と非所
属群で比較を行った．データ解析には統計ソフ
ト SPSS for windows 13.0J を使用し，有意水
準は 5％として検定した．
Ⅲ．結果　
１．対象者の概要
対象者の居住形態，運動部や文化部への所属
状況を大学入学前と調理関連科目の履修後（調
理学および調理学実習Ⅰ）に分け，対象者の概
要として表 2に示した．　
対象者の居住形態については，「実家」で暮
らしている学生の割合が履修後で有意に低くな
り，「一人暮らし」をしている学生の割合が有
意に高くなった（P<0.001）．また，部活動への
所属状況については，「運動部に所属」と回答
した学生が履修後で有意に低い割合を示し，「所
属していない」と回答した学生の割合が有意に
高かった（P<0.001）．特に男性（P<0.05）と比
較して女性（P<0.001）でその傾向が強くみら
れた．
２．調理頻度と欠食状況
朝食，昼食，夕食の調理頻度と欠食状況につ
いて，入学前と履修後における回答の割合の差
を比較した結果を表 3（調理頻度について）お
よび表 4（欠食状況について）に示した．
朝食の調理を「ほぼ毎日する」と回答した学
生は入学前 2 人（2.6％）に対し，履修後では
10 人（12.8％）となり，「ほぼしない」と回答
した学生は入学前 61 人（78.2％）に対し，履
修後は 43 人（55.1％）となり，二群間に有意
表 2　対象者の概要
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表 3　調理頻度について（入学前と調理関連科目履修後の比較）
な差がみられた（P<0.05）．夕食についても，
「ほぼ毎日する」と回答した学生が 3人（3.8％）
から 19 人（24.4％）に増加し，「ほぼしない」
と回答した学生が 37 人（47.4％）から 14 人
（17.9％）に減少し，二群間で有意な差がみら
れた（P<0.001）．昼食の調理頻度については，
二群間の回答の割合の差に有意差はなかった．
対象者の欠食状況（朝食・昼食・夕食）につ
いて，入学前と履修後における回答の割合の差
を比較した結果，朝食の欠食を「ほぼ毎日する」
と回答した学生は入学前 2人（2.6％）に対し，
履修後では 13 人（16.7％）となり，「ほぼしない」
と回答した学生は入学前 61 人（78.2％）に対し，
履修後は 38 人（48.7％）となり，二群間に有
意な差がみられた（P<0.01）．昼食の欠食につ
いても，「ほぼしない」と回答した学生が 71 人
（91.0％）から 61 人（78.2％）に減少し，二群
間で有意な差がみられた（P<0.05）．夕食の欠
食状況については，二群間の回答の割合の差に
有意差はなかった．
履修後における朝食の調理頻度について，「ほ
ぼ毎日する」（10 人），「週 5 ～ 6 日」（2 人），
「週 3 ～ 4 日」（9 人），「週 1 ～ 2 日」（17 人）
と回答した 35 人を「調理群」，「ほとんどしな
い」と回答した 43 人を「非調理群」として二
群に分類し，朝食の欠食状況についての回答の
割合の差を検討した結果，調理群は「ほぼしな
い」と回答した学生が 22 人（62.9％）である
のに対し，非調理群では 16 人（37.2％），同様
に「ほぼ毎日する」と回答した学生は調理群
で 0人（0.0％），非調理群で 13 人（30.2％）と
有意（P<0.01）な差がみられた（図 1）．また，
朝食の調理頻度について，「ほぼ毎日する」と
回答した 10 人のうち 9人が朝食の欠食を「ほ
ぼしない」と回答し，残りの 1人は「週 1～ 2日」
と回答した．
対象者（大学入学後）を一人暮らし群（45 人）
とその他群（33 人）に分類し，履修後の調理
頻度および欠食状況についての質問に対する回
答の割合を比較した結果，朝食の調理頻度につ
いて「ほぼ毎日する」と回答した学生の割合
が一人暮らし群で 9人（20.0％），その他群で 1
人（3.0％）となり，一人暮し群で有意に高かっ
た（P<0.05）．欠食状況についても，朝食を「ほ
ぼ毎日欠食する」と回答した学生の割合が一
人暮らし群で 11 人（24.4％），その他群で 2人
（6.1％）となり，一人暮し群で有意に高かった
（P<0.05）．
また，部活動（文化部を含む）に所属してい
る学生を所属群（49 人），所属していない学生
を非所属群（26 人）に分類し，履修後の調理
頻度および欠食状況についての質問に対する回
答の割合を比較した結果，両群間に有意な差は
みられなかった．
表 4　欠食状況について（入学前と調理関連科目履修後の比較）
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３．調理作業の自己評価
調理作業および包丁の使い方の自己評価につ
いて，入学前と履修後における回答の割合の差
を比較した結果を表 5（調理作業の自己評価に
ついて）および表 6（包丁の使い方の自己評価
について）に示した．36 項目のうち 27 項目の
調理作業において，入学前に比べ履修後で自己
評価が高くなっている学生の割合が有意に増加
した．特に包丁の使い方においては，12 項目
中「輪切り」を除く 11 項目で履修後の自己評
価が有意に高かった．
「お米を洗う」について「しっかりできる」
と回答した学生は，入学前 47 人（60.3％）に
対し，履修後は 63 人（80.8％）と有意に増加
した（P<0.05）．その他についても「しっかり
できる」と回答した学生の割合が有意に増加し
ている項目は多く，「ご飯を鍋で炊く」は 4人
（5.1％）が 23 人（29.5％）に増加し（P<0.001），
「出汁をとる」は 6人（7.7％）が 36 人（46.2％）
に（P<0.001），「野菜を煮る」は 18 人（23.1％）
が 42 人（53.8％）に（P<0.01），「天ぷらを揚げる」
は 12 人（15.4％）が 32 人（41.0％）に（P<0.001），
「カツを揚げる」は 9人（11.5％）が 30 人（38.5％）
に（P<0.001），「から揚げを揚げる」は 14 人
（17.9％）が 26 人（33.3％）に（P<0.001），「茶
碗蒸しを蒸す」は 5人（6.4％）が 17 人（21.8％）
に（P<0.001），「みそ汁を作る」は 29 人（37.2％）
が 49 人（62.8％）に（P<0.05），「肉じゃがを作る」
は 10 人（12.8％）が 30 人（38.5％）に（P<0.001），
「きんぴらごぼうを作る」は 7人（9.0％）が 32
人（41.0％）に（P<0.001），「オムレツを作る」
は12人（15.4％）が30人（38.5％）に（P<0.01），「豚
肉の生姜焼きを作る」は 14 人（17.9％）が 33
人（42.3％）に（P<0.001），「ポテトサラダを作る」
は18人（23.1％）が33人（42.3％）に（P<0.05），「お
ひたしを作る」は 15 人（19.2％）が 33 人（42.3％）
に（P<0.01），「酢の物を作る」は 9人（11.5％）
が 28 人（35.9％）となり（P<0.001），それぞ
れ有意な増加がみられた．
包丁の使い方については，「包丁を研ぐ」の
項目において「しっかりできる」と回答した
学生が，入学前 2 人（2.6％）に対し，履修後
は 31 人（39.7％）と有意に増加し（P<0.001），
「魚をさばく」は 3人（3.8％）が 20 人（25.6％）
に（P<0.001），「半月切り」は 38 人（48.7％）
が 57 人（73.1％）に（P<0.01），「いちょう切り」
は 35 人（44.9％）が 57 人（73.1％）に（P<0.01），
「くし形切り」は 19 人（24.4％）が 56 人（71.8％）
に（P<0.001），「さいの目切り」は 17 人（21.8％）
が 54 人（69.2％）に（P<0.001），「みじん切り」
は 33 人（42.3％）が 56 人（71.8％）に（P<0.001），
「たんざく切り」は23人（29.5％）が54人（69.2％）
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
(n=43) 
(n=35) 
30.2 11.6 
2.9 
7.0 
14.3 
14.0 
20.0 
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5 6 3 4 1 2
** : P<0.01
**
図 1　朝食欠食頻度の比較（調理群 VS 非調理群）
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に（P<0.001），「斜め切り」は 25 人（32.1％）
が 54 人（69.2％）に（P<0.001），「小口切り」
は 20 人（25.6％）が 58 人（74.4％）に（P<0.001），
「乱切り」は 27 人（34.6％）が 52 人（66.7％）
となり（P<0.001），それぞれ有意な増加がみら
れた．
表 5　調理作業の自己評価について（入学前と調理関連科目履修後の比較）
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４．調理器具の使用頻度
調理器具の使用頻度について，入学前と履修
後における回答の割合の差を比較した結果を表
7に示した．24 種類のうち 9種類の調理器具に
おいて，入学前に比べ履修後で使用頻度が有意
に増加した．
「包丁」を「毎日使用する」と回答した学生
は入学前 4 人（5.1％）に対し，履修後では 19
人（24.4％）と有意に増加した（P<0.001）．「ま
な板」を「毎日使用する」と回答した学生は
入学前 4人（5.1％）に対し，履修後では 19 人
（24.4％）と有意に増加した（P<0.001）． 「さ
いばし」を「毎日使用する」と回答した学生は
入学前 3人（3.8％）に対し，履修後では 18 人
（23.1％）と有意に増加した（P<0.01）．「フラ
イパン」を「毎日使用する」と回答した学生は
入学前 4人（5.1％）に対し，履修後では 16 人
（20.5％）と有意に増加した（P<0.001）．「蓋つ
き鍋」については「週 1～ 2日使用する」と回
答した学生が 入学前 36 人（46.2％）に対し履
修後では 17 人（21.8％）に減少する代わりに，
「毎日使用する」と回答した学生が 3人（3.8％）
から 6 人（7.7％）に，「週 5 ～ 6 日使用する」
と回答した学生が4人（5.1％）から11人（14.1％）
に，「週 3～ 4 日使用する」と回答した学生が
11 人（14.1％）から 16 人（20.5％）にそれぞれ
増加した（P<0.05）．「フライ返し」については「週
5～6日使用する」と回答した学生が4人（5.1％）
から 11 人（14.1％）に，「週 3～ 4日使用する」
と回答した学生が7人（9.0％）から18人（23.1％）
にそれぞれ増加した（P<0.05）．「ガスコンロ」
を「毎日使用する」と回答した学生は入学前 7
人（9.0％）に対し，履修後では 17 人（21.8％）
と有意に増加した（P<0.01）．「電子レンジ」を
「毎日使用する」と回答した学生は入学前 13 人
（16.7％）に対し，履修後では 27 人（34.6％）
と有意に増加した（P<0.05）．「スポンジ」につ
いては「ほぼ使用しない」と回答した学生が 
入学前 13 人（16.7％）に対し履修後では 4 人
（5.1％）に減少する代わりに，「週 5 ～ 6 日使
用する」と回答した学生が 8人（10.3％）から
19 人（24.4％）に増加した（P<0.05）．
表 6　包丁の使い方の自己評価について（入学前と調理関連科目履修後の比較）
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また，「計量カップ」，「計量スプーン」，「は
かり」，「タイマー」などの計量に関連する調理
器具の使用頻度は入学前と履修後を比べても有
意な差はみられず，且つ使用頻度は非常に低い
結果となった．
表 7　調理器具の使用頻度について（入学前と調理関連科目履修後の比較）
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Ⅳ．考察
本研究の結果より，対象者の居住形態は大学
入学後に大きく変化し，入学前に実家で暮らし
ていた学生が 78 人中 72 人（92.3％）であった
のに対し，入学後は 27 人（34.6％）に減少し
たことが分かった．それに伴い，一人暮しをし
ている学生は 0人（0.0％）から 45 人（57.7％）
に増加した．運動部への所属状況については，
入学前の 74 人（94.9％）から減少したものの
48 人（61.5％）が所属しているという結果であっ
た．大学時代，とりわけ「新入生」といわれる
入学直後の 3～ 4ヶ月間は，家庭や学校の保護
の下で育った生活とは異なり居住形態や教育環
境が大きく変化する「転換期」にあたることか
ら，心身ともにかかる負担は特に大きいと予想
され 12)，食生活にも大きな影響を与えると考え
られる．よって，この時期に調理する習慣を身
につけることは望ましい食習慣を獲得するため
の一助となるのではないかと考えられる．
入学前と履修後で調理頻度を比較した結果，
履修後において朝食（P<0.05）と夕食（P<0.001）
の調理頻度が増加したと回答した学生の割合が
有意に高かった．このことから，調理学の講
義や調理学実習Ⅰを履修したことが学生の調
理頻度の増加に貢献したのではないかと考えら
れる．しかしながら，朝食では「ほぼ毎日す
る」と回答した学生が 2人（2.6％）から 10 人
（12.8％），夕食では3人（3.8％）から19人（24.4％）
に増加したに過ぎず，学生の調理習慣が定着し
たとは言い難い結果であった．昼食については，
入学前，履修後とも平日は授業があるので，お
弁当や学生食堂などを利用してすることが多い
ため，両群ともに調理頻度は低いという結果に
なったと考えられる． 
入学前と履修後で学生の欠食状況を比較した
結果，朝食と昼食で欠食状況が悪化している傾
向がみられた．とくに朝食については「ほぼ
毎日欠食する」と回答した学生が 2人（2.6％）
から 13 人（16.7％）へ有意に増加し，「ほぼ欠
食しない」と回答した学生が 61 人（78.2％）
から38人（48.7％）へ有意に減少した（P<0.001）．
しかしながら，履修後のアンケート結果におい
て，朝食の調理頻度が週 1回以上の「調理群」
35 人と調理をほとんどしない「非調理群」43
人の二群間における朝食の欠食状況を比較した
結果，調理群で朝食を欠食する学生の割合が有
意に低いことが明らかとなった（P<0.01）．また，
「調理群」の中でも朝食の調理をする頻度が高
いほど，朝食を欠食する学生が少ないことが分
かった．これらのことから，調理習慣を定着さ
せることが社会問題となっている朝食欠食 13) を
減少に導く可能性があるのではないかと考えら
れる．
大学入学後に一人暮らしを始めた学生を「一
人暮らし群」45 人，実家や寮・合宿所などで
暮らす学生を「その他群」33 人として履修後
の調理頻度を比較した結果，朝食において一人
暮らし群がその他群に比べ，「ほぼ毎日する」
と回答した学生の割合が有意に高い（P<0.05）
という結果であったが，その割合は 45 人中 9
人の 20．0％であった．また，欠食状況につい
ては朝食を「ほぼ毎日欠食する」と回答した学
生が 11 人（24.4％）と一人暮らし群で有意に
高かった（P<0.05）ことから，一人暮らしをし
ている学生の朝食の調理頻度がより向上するよ
うな教育効果の高いプログラムを実施すること
により，朝食の欠食状況の改善に繋げていく必
要があると考える．
対象者である学生の入学前における調理作業
の自己評価では，「しっかりできる」と回答し
た学生が 50％を超えている項目は，「お米を洗
う」（60.3％），「ご飯を炊飯器で炊く」（66.7％），
「野菜を炒める」（51.3％），「目玉焼きを焼く」
（65.4％），「スクランブルエッグを作る」（61.5％）
の 5項目のみであり，いずれも簡単な調理作業
であった．調理技術の向上や食生活の実践に役
立つ理論の提供を目的とした「調理学」，食品
の基本的な調理操作と調理技術の習得や献立作
成能力の養成、調理上の安全面、衛生面につい
ても理解を深めることを目的とした「調理学実
習Ⅰ」の履修後では，「出汁をとる」（P<0.001），
「天ぷらを揚げる」（P<0.001），「茶碗蒸しを蒸す」
（P<0.001），「肉じゃがを作る」（P<0.001），「き
んぴらごぼうを作る」（P<0.001），「おひたしを
作る」（P<0.01），「酢のものを作る」（P<0.001）
など多くの調理作業において入学前より「しっ
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かりできる」と回答した学生の割合が有意に高
くなっていた．また，包丁の使い方に関しても
同様に「輪切り」を除くすべての項目で技術の
向上がみられた．これらの結果から，調理関連
科目の履修が包丁の使い方を含む調理技術の向
上に貢献し，それが調理頻度の増加に繋がった
可能性が示された．しかしながら，調理作業の
自己評価において，「しっかりできる」と回答
した割合が増加した項目で，履修後にその割合
が 50％を超える項目は，「お米を洗う」（80.8％），
「野菜を煮る」(53.8％ )，「みそ汁を作る」（62.8％）
の 3項目のみであることから，実習時間のみの
調理ではなく自宅でも調理する頻度を増やすよ
う指導していく必要があると考えられる．
調理器具の使用頻度については，「包丁」
（P<0.001），「まな板」（P<0.001），「フライパン」
（P<0.001），「ガスコンロ」（P<0.01）などの項
目において，入学前に比べ調理関連科目の履修
後で使用頻度が有意に増加した．入学前から履
修後までの調理頻度の増加には，包丁を使って
食品を切り，それらを加熱調理する頻度の増加
が影響していることが推察された．また，計量
器具の使用頻度が，入学前と履修後ともに低
かったことは，学生が目分量で調理している状
況を示しており，卒業後に栄養士として給食運
営に携わる人材を育成するという点を考慮する
と，計量する習慣が定着するよう教育していく
必要があると考えられる．
本研究の対象者は , 卒業時に栄養免許を取得
し，将来は栄養士として様々な現場で給食運営
や栄養指導に携わることを目標としている学生
である．したがって，大学在学中の四年間で適
切な調理技術を習得し，望ましい食習慣を獲得
しなければならない．本研究より，入学後一年
間で調理頻度の増加や調理技術の向上について
一定の成果がみられた．しかし，本研究は調理
作業や包丁の使い方については対象者である大
学生の自己評価を評価したものであり，今後，
学生の調理に対する意識の変化や実際の調理技
術が向上しているのかを調査する必要があると
考えられる．また，朝食の欠食頻度の増加など
の課題もみられたことから，今後も望ましい食
習慣の定着を目指した教育を継続していくこと
で，大学生の食習慣の改善につなげていきたい
と考える．
Ⅴ．まとめ
本研究では，本学体育学部運動栄養学科 78
人を対象に，調理学や調理学実習などの調理に
ついての知識や調理技術向上のための授業を実
践し，それらを履修することによる教育効果を
調査することによって，栄養士養成課程に所属
する学生を含む大学生に対する調理学教育のあ
り方を検討し，大学生の食習慣改善のための基
礎資料を作成することを目的とした．調査内容
は，性別や居住形態等のプロフィール，調理頻
度と欠食状況，「出汁をとる」や「りんごの皮
をむく」等の調理作業や，「魚をさばく」や「み
じん切り」等の包丁の使い方についての自己評
価，調理器具の使用頻度であった．調査は，大
学入学直後（平成 23 年 5 月 9 日）と調理学お
よび調理学実習Ⅰを履修した後（平成 24 年 1
月 31 日・2 月 2 日）の 2 回実施した．質問内
容に対する回答は，χ 2検定を用いて大学入学
前と調理関連科目の履修後の二群間で比較を
行った．
調理頻度は，入学前に比べ履修後で朝食
（P<0.05）と夕食（P<0.001）で有意に増加した．
一方，欠食頻度は朝食（P<0.01）と昼食（P<0.05）
で有意に増加していることも明らかとなった．
調理技術の自己評価については，「出汁をとる」
（P<0.001），「肉じゃがを作る」（P<0.001）な
ど多くの項目（24 項目中 16 項目）で「しっか
りできる」と回答した学生の割合が有意に高
くなった．包丁の使い方も同様に，「魚をさば
く」（P<0.001），「みじん切り」（P<0.001）など
12 項目中 11 項目で技術が向上した可能性を示
した．調理器具の使用頻度については，「包丁」
（P<0.001），「まな板」（P<0.001），「フライパン」
（P<0.001），「ガスコンロ」（P<0.01）などの調
理器具の使用頻度が有意に増加しており，学生
が大学入学後に，食材を切り加熱調理をするな
どして自炊をしている状況が推察された．また，
「計量スプーン」，「はかり」，「タイマー」など
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の計量器具は調理関連科目の履修後も入学前と
変わらず使用頻度は非常に低かった．対象者が
栄養士養成課程に所属している学生であること
を考慮すると，計量する習慣が定着するよう教
育していく必要があると考えられる．
これらの結果から，調理関連科目の履修が包
丁の使い方を含む調理技術の向上に貢献し，そ
れが調理頻度の増加につながったのではないか
という可能性が示された．しかしながら，履修
後の調理作業の自己評価において，「しっかり
できる」と回答した学生の割合が 50％を超え
る項目はまだまだ少なく，学生が授業時間のみ
調理をするのではなく，自宅での調理頻度を増
やすことができるような教育をしていくこと
で，欠食頻度の低下などの食習慣改善につなげ
ていきたいと考える．
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